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　全国二輪車安全普及協会（全国二普協）は５月

11日、東京・千代田区のアルカディア市ヶ谷で「平

成24年度定時総会」を開催した。全国二普協は４

月１日に一般社団法人への移行を完了。本総会が

新法人移行後初めての定時総会となった。

　総会では、平成23年度の事業報告及び決算、平

成24年度の事業計画並びに収支予算、役員の選任

について審議・承認した。

　平成24年度の事業計画では、①二輪車安全運転

普及活動の推進、②二輪車防犯活動の推進、③広

報活動の推進、④表彰の実施、⑤個人情報の保護

の徹底、⑥一般社団法人移行後の諸手続の推進－

－の６点を基本的な柱と定め、各種施策を推進す

ることとした。このうち、「二輪車安全運転普及活

動の推進」では特に、グッドライダーミーティン

グ（以下「Gミーティング」という。）の全県開催

を実現させることとした。

　また、役員の選任については、福井威夫会長が

新法人移行後も引き続き、舵取りを担うこととな

った。
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　平成24年度定時総会の開催にあたり一言ご挨拶を申
し上げます。
　本日は、ご多忙中にもかかわらずご出席をいただき、
ありがとうございます。また、皆様には、平素から全
国二普協の事業運営並びに諸活動に対しまして多大な
るご理解とご支援、ご協力を賜っておりますことに、
この機会をお借りしまして厚くお礼を申し上げます。
　はじめに、昨年の東日本大震災から１年余が過ぎま
したが、地震ならびに福島原子力発電所の事故により、
今も不自由な避難生活を余儀なくされている方々が大
勢おられます。心よりお見舞いを申し上げますととも
に、皆様とともに、被災地の１日も早い復旧・復興を
お祈りしたいと思います。
　さて、当協会は、去る３月22日に内閣総理大臣から
一般社団法人の認可を受け、４月１日に登記をいたし
まして、一般社団法人　全国二輪車安全普及協会とし
て、新たな歩みを始めることとなりました。ここに改
めて皆様にご報告申し上げますとともに、今後ともご
支援、ご協力を賜りますようよろしくお願い申し上げ
ます。
　平成23年度の事業活動を省みますと、安全普及活動
については、活動の大きな柱でありますGミーティン
グは震災の影響が一部でありましたものの、ほぼ予定
通り全国41都道府県において94回開催することができ
ました。また、講習終了時に実施したアンケート結果
によれば、内容的にも有意義であったとのことで、好
評を得ております。こうしたGミーティングをはじめ

として、官民挙げての交通事故防止活動が全国で積極
的に展開されたことにより、昨年の二輪車乗車中の事
故死者数は846人で前年より25人減少いたしました。
しかしながら、その内訳では原付は333人で26人減少し
たものの、自動二輪は513人で前年より１名増加するな
ど、憂慮すべき点も残っております。今後も事故率の
高い年齢層に焦点を当てた安全運転講習会の開催や店
頭での個別安全指導の充実などを図ってまいります。
　一方、防犯活動に関して見ますと、昨年の盗難認
知件数は67,776件で、前年より5,715件減少するととも
に、被害回復率も41.1％で前年より2.3ポイント増加し、
年々改善傾向にあります。当協会が進めておりますG
防登録運用を通じた防犯活動もこれに寄与しているも
のと考えられております。こうした中、昨年の国内４
社の新車出荷台数に対するG防犯登録率は46.3％で前
年を1.5ポイント下回る結果となっており、今後、G防
犯登録率の一層の向上に向けた対策の推進を図ってい
かなければと考えているところであります。
　最後に、国内二輪車市場は、ご承知のように長らく
低迷状況が続いており、二輪車利用の促進に向けた全
二普協を含む業界活動の活性化と効率化が一層求めら
れております。そのため、今後も関係団体との緊密
な連携・協力を図りながら、お客様、販売店様そして
社会に期待される全二普協となるべく諸課題に取り組
み、前進させていくこととしたいと考えておりますの
で、皆様のより一層のご支援・ご協力を賜りますよう
お願い申し上げて、私の挨拶とさせていただきます。

平成24年度定時総会あいさつ

引き続き効果的な講習の実施を
警察庁交通局長　石井　隆之

平成24年度定時総会あいさつ

社会に期待されるよう活動を推進
全国二普協会長　福井　威夫

　ただいま、ご紹介を賜りました、警察庁の交通局長
をいたしております石井でございます。
　平成24年度、全国二輪車安全普及協会定時総会にあ
たりまして、一言ご挨拶を申し上げたいと思います。
　ご列席の皆様方には、平素から二輪車の交通安全と

防犯対策の推進につきまして、一方ならぬ御尽力を賜
っていることに対し、この場をお借りしまして、改め
て御礼を申し上げる次第でございます。
　また、この度の、貴協会の一般社団法人移行につき
まして、併せて、お慶びを申し上げたいと思います。
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 平成23年度事業報告（要旨）

　ただいま、二輪車の交通安全とグッドライダー・防
犯登録制度の普及推進により盗難防止に多大な貢献を
されましたご功績により、栄えある表彰を受けられま
した、宮城県、広島県をはじめ、各県の二輪車安全普
及協会の皆様には、心からお祝いを申し上げます。
　さて、ご承知のように、昨年の交通事故につきまし
ては、死者数が11年連続で減少し、4,612人となった
ほか、発生件数・負傷者数も７年連続で減少し、発生
件数は平成４年以来19年振りに70万件を下回るという
成果が出ています。
　一方、昨年の二輪車事故の状況をみますと、二輪車
乗車中に限って申しますと、死者数は、前年より減少
したものの、このうち自動二輪車乗車中の死者数が前
年より増加しております。
　また、原動機付自転車では、65歳以上の高齢者の死
者数が半数近くを占めている状況にあり、憂慮すべき
状況だと考えております。

　このような情勢を踏まえ、警察といたしましては、
国民一人ひとりに「交通ルールを守る」という意識を
浸透させるため、高齢者が多く集まる場所や機会を捉
えた体系的な交通安全教育や、飲酒運転をはじめとし
た悪質性・危険性・迷惑性の高い交通違反の取締りを
強化していくこととしています。
　申すまでもなく、交通安全活動は、警察のみならず
関係機関・団体が緊密に連携して、総合的に推進され
てこそ、その目的が達成されるものであります。
　皆様方におかれましては、「グッドライダーミーティ
ング」などの安全運転講習の機会を通じまして、二輪
車の交通事故防止活動に積極的に取り組んでいただい
ているところでありますが、今後とも引き続き、効果
的な講習の実施に努めていただきたいと思います。
　最後になりますが、貴協会の益々のご発展と、ご参
会の皆様方のご健勝を祈念申し上げまして、簡単では
ございますが、私の挨拶とさせていただきます。

１　二輪車安全運転普及活動

⑴　Ｇミーティング
○開催状況
・41都道府県で94回開催。受講者数3,133人。震災の影
響で中止もあり、回数・受講者数とも前年を下回る

・初開催は４県、未実施が４県。
○推進状況
・参加者募集のため統一ポスターを作成し、全国に斡
旋

・全国専務理事会議、普及協ニュースで全国の実施状
況の情報提供

・全国統一の受講者アンケートを実施し、集計結果を
分析して全国専務理事会議でフィードバック

・県からの要請に応じて講師を派遣
⑵　高校生及び高齢者に対する安全運転講習
・高校生に対する講習は26県・ 224校で開催、受講者
数は17,575人

・高齢者に対する講習は７県・16回開催、受講者数は
373人

⑶　その他の安全運転講習への参加と協力
・県安協や県警等主催の各種交通安全講習への後援・

協力は24都道府県・589回、受講者数9,842人
⑷　原付免許取得支援活動
・「バイクと法令」「原付と安全運転」の改訂版の編集・
発行。ホームページで紹介し情報提供
・「原付免許試験問題にチャレンジ」（通称「ゲンチャ
レ」）を新たに立ち上げ、ホームページで３月１日
から運用を開始。３月末までの１ヵ月間のアクセス
は30,797人で、旧サイトの前月１ヵ月間のアクセス
5,371人を大幅に更新
⑸　二輪車安全運転推進運動
・秋の全国交通安全運動に合わせて、「二輪車ライダー
の交通マナーアップを中心とした安全運転技能の向
上」を重点項目に、街頭点検指導をはじめ安全運転
講習等の運動を展開
・ヘルメットの正しい着用とプロテクター着用の重要
性を訴えたポスター9,000枚、バイクの安全な乗り
方の小冊子30,000部、安全防犯チラシ20万枚を配布

・街頭点検の実施回数は98回、点検指導台数は3,486台、
各種交通安全講習会の実施回数は179回、受講者数
は6,405人
⑹　関係機関との連携・協力
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○二輪車安全運転全国大会への協力、支援
・東日本大震災被災３県を除く、44都道府県・174人が
参加。後援団体として運営に参画するとともに、各
クラス個人優勝選手４人にボディプロテクター付き
ジャケットなどを贈呈

○二推が実施する特別指導員・指導員の審査及び研修
への協力

・特別指導員中央研修会（２回）、指導員養成講習会及
び特別指導員審査（１回）への講師の派遣。県二普
協は県二推実施の指導員審査に協力

・新たな資格認定者は、特別指導員28人、指導員115人
の合計143人。平成23年12月末現在の総数は、特別
指導員2,331人、指導員7,721人の合計10,051人

○関連団体イベントへの参画
・東京モーターサイクルショー、「交通安全。アクショ
ン2011」（自動車会議所）に参画

・東京モーターショーでは、Ｇミーティングの参加呼
びかけポスター、Ｇ防登録加入促進チラシ、ゲンチ
ャレ等のチラシを配布し当協会事業をPR

２　二輪車防犯活動

⑴　G防犯登録の普及促進
○登録状況
・登録件数は新車、中古車合わせて300,638件で、前年
比2,887件・1.0％増
・新車登録件数（国内４銘柄）187,823件で出荷台数比
46.3％

・累計登録件数は2,698,861件で保有台数比22.6%
○登録加入促進状況
・銘柄別・都道府県別G防犯新車登録計画を策定し、G
防部会員を通じて各販社担当者への加入促進を要請

・各ブロック総会及び全国専務理事会議で都道府県別
登録状況を説明し、加入促進を要請

・ホームページでの広報、加入チラシの作成と二輪車
関係イベントでの配布

・国内４メーカー販社及び県二普協への情報提供と加
入促進の要請

・制度推進の優良販売店128店、優良地域団体42団体へ
の会長賞の授与

○Ｇ防犯登録入力システムの改善
・現場の警察官の照会精度の向上と各県入力システム
のバージョンアップを２年計画で実施。１年目とし
て警察庁へのG防データの電送化を完了し運用を開

始
⑵　二輪車盗難照会システムの普及促進
○加盟店数及び照会実施状況
・平成23年12月末の加盟店数は3,355店。昨年の照会件
　数は1,057,986件
・平成17年８月の運用開始以降の累計照会件数は
5,049,774件
○システム普及促進状況
・稼働歴のない111店に対し、システム運用を奨励する
文書発出
・国内４メーカー販社に対し新規加入促進への取り組
みを要請。75店が加入
３　広報活動

・ホームページの登載内容の更新など常に最新情報を
提供するとともに、見やすさに配意して画面を改善。
また、アクセスを容易にするため関連団体とのリン
クを拡大
・普及協ニュース、ポスター、チラシ等の広報媒体の
作成・配布
４　会議の開催状況

・通常総会、常任理事会・理事合同会議、全国専務理
事会議、運営委員会などの開催
５　個人情報の保護の徹底

・Ｇ防入力業務を行っている二普協ブロック協議会事
務局及び県二普協にG防システム部長を派遣し、個
人情報保護の状況を監査するとともに、G防入力に
関する留意事項等について指導
６　一般社団法人への移行

・平成23年11月７日に一般社団法人への移行認可を申
請
・平成24年３月22日に内閣総理大臣から認可。同４月
１日に登記。移行を完了
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１　二輪車安全運転普及活動の推進

　二輪車の利用が更に広がるよう、二輪車ユーザーの
安全運転意識と技能の向上のための講習会の開催、二
輪免許取得予定者に対する必要な情報提供等を積極的
に推進する。
⑴　店頭個別安全指導活動の推進
　ア　グッドライダー宣言に沿った安全指導の実施
　イ　安全運転指導員在籍店の拡大とその周知徹底
⑵　各種安全運転講習会の開催
　ア　グッドライダーミーティングの積極的開催
　　・　全県開催の実現を図る
　　・　警察及び関係機関との緊密な連携と協力依頼
　　・　指導員研修会の開催
　　・　全国統一アンケートによる実施要領の改善
　イ　高校生等を対象とした安全運転講習会の推進
　ウ　地域二普協が実施する安全運転講習会への協
力、支援

⑶　免許取得支援活動の推進
　ア　ホームページを活用した免許取得方法と各教材
等の情報発信

　イ　「原付試験問題にチャレンジ」サイトの利用促
進

　ウ  改訂版「バイクと法令」「原付と安全運転」（警
察庁監修）の利用促進　

⑷　二輪車安全運転推進運動の実施
　ア　「バイクの安全な乗り方」等の資料を活用した

店頭個別安全指導の実施
　イ　ヘルメットの正しい着用とプロテクター装着の
指導実施

　ウ　ポスター、チラシ等を活用した広報啓発活動の
実施

⑸　関係機関・団体との連携活動の推進
　ア　第45回二輪車安全運転全国大会への協力支援
　イ　二輪車安全運転推進委員会が行う特別指導員・
指導員の審査及び研修への協力

２　二輪車防犯活動の推進

　グッドライダー防犯登録及び盗難照会システムの普
及促進を図り、盗難二輪車の早期発見と市場流通を防
止し、被害回復及び二次犯罪の防止を図る。
⑴　グッドライダー防犯登録の加入促進
　ア　グッドライダー防犯登録計画の策定と達成
　イ　警察、二輪車メーカー、銘柄販社等への必要な
協力要請

　ウ　登録データー入力システムの改善
⑵　二輪車盗難照会システムの利用促進
　ア　未稼働販売店に対する利用促進についてのPR
　イ　加入促進の継続
３　広報活動の推進

４　表彰の実施

５　個人情報の保護の徹底

６　一般社団法人移行後の諸手続の推進

 平成24年度事業計画（要旨）

　役員の任期満了に伴い、次の方が新役員に選出されました。（敬称略）

▽会　　長＝福井威夫

▽専務理事＝井内正晴

▽常務理事＝太田昭雄

▽理　　事＝木村　稔、濱本英信、河野健二、成田睦郎、奥村浩二、池本憲治、原淳一郎、星野　護、

　　　　　　宮嵜拓郎、中澤見山、水田龍二、石黒壽佐夫、細谷昌裕、亀倉康悦

▽監　　事＝品田信夫、木内正明、石黒芳紀、山内　秀

役員の改選
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社会の要請に
積極的に応える

謝　辞

宮城・広島両県に警察庁・全国二普協連名表彰
千葉・富山・大阪・岡山には会長表彰

－平成23年度活動実績優秀県に対する表彰－
　定時総会時に行われる「活動実績優秀県」に対する表
彰。今年度は、特に優秀な実績を収めた宮城、広島の両
県に対して警察庁交通局長・生活安全局長・全国二普協
会長の三者連名による表彰が行われた。また、これに準
ずる実績を収めた千葉・富山・大阪・岡山の４県に対し
ては、全国二輪車安全普及協会会長賞が授与された。
　表彰式では、三者連名の表彰状を石井警察庁交通局長
が宮城・広島両県に授与するとともに、会長賞を福井会
長が授与した。
　最後に受賞県を代表して、宮城県二輪車安全普及協会
の八木橋政吾会長が謝辞を述べた。

　本日は活動実績優秀県表彰式にあたり、栄えあ
る受賞をいただき誠にありがとうございます。
　宮城県、広島県、千葉県、富山県、大阪府、岡
山県二輪車安全普及協会を代表いたしまして御礼
の言葉を申し上げます。
　私どもは日頃よりお客様に対しまして、安全・
安心、そして快適なバイクライフを提供すること
に取り組んでまいりました。
　グッドライダー防犯登録の普及に関しましては、
県警本部のご指導を賜り、ブロック会会員販売店
90店の密接な連携のもとに推進してまいりました。
　今後はさらに、グッドライダー防犯登録はもと
より、二輪車盗難照会システムの加入促進を含め、
二輪車事故撲滅のためグッドライダーミーティン
グの充実を図り、二輪車の安全普及という社会の

要請に対しまして積極的に応え、本日の受賞に恥
じない成果をもってお応えしたいと考えておりま
す。
　警察庁をはじめ、関係各位の今まで以上のご指
導ご鞭撻をいただきますとともに、全国二普協な
らびに各県二普協様の益々のご健勝とご発展を祈
念いたしまして、感謝の言葉とさせていただきま
す。
　また、昨年の東日本大震災に際しましては、各
方面より多大なご支援をいただきまして本当にあ
りがとうございました。

　宮城県二輪車安全普及協会　会長　八木橋政吾
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二輪車の優位性を改めてアピール
日本自動車工業会二輪車特別委員会企画部会部会長　世古　俊晴

　珍しい調査ですが、バイクを手放した方の調査をこ
の度行いました。その結果をご紹介します。
　約1,300名の方にバイクを手放した理由を聞きまし
た。影響力の大きかった順に申し上げますと、１位は
利用価値がなくなった。２位は引越しをした。３位は
故障したが修理ができなかった。４位は就職・転職を
した。そして５位に危ない思いをした。それから11位
に事故に遭った。全体では42の回答がありました。詳
しくは自工会のホームページをご覧いただきたいと思
いますが、この中で、生活環境の変化でバイクを手放
したというのは致し方ないと思いますが、危険な思い
をしたとか事故に遭ったということに対しては、何ら
かの対策が打てるのではないかと思っています。
　自工会は本年度も引き続き、交通教育事業として、
原付の通学許可を認めている高校を対象に研修会を実
施していきます。昨年との違いは、指導員マニュアル
を策定しまして、統一的で一貫した指導ができるよう
レベルアップを図っていきたいと思っています。事業
を実施する際には、全二普協さん、二推さん、警察庁
の関係者の方々にいろいろとご協力をいただくことが
あろうかと思います。よろしくお願いします。
　最後になりますが、ご出席の皆様方の益々のご活躍
をお祈りしまして、私の挨拶とさせていただきます。

　ただいまご紹介をいただきました日本自動車工業会
二輪車特別委員会企画部会長を勤めております世古と
申します。本日は委員長の柳が所用のため欠席となり
ましたので、私が代わりましてご挨拶申し上げます。
　まず最初に、全国二普協さんの総会が成功裏に終ら
れたこと、誠におめでとうございました。また、一般
社団法人化されたということで、日本自動車工業会と
同じ肩書きということで、今後益々の活動の成果を上
げられますことを祈念いたします。
　今年も４ヵ月が経過しました。総需要は14万9,000
台、前年比1.4％増ということで、ほぼ前年並みとい
うところですが、スポーツバイクを中心にニューモデ
ルの効果が多少出ています。ただ、本格的な需要回復
には至っておりません。昨年の震災で二輪車が活躍し
たといったところが見られましたが、やはり二輪車の
機動力の良さですとか、経済性の高さが再度、国や自
治体にアピールしまして、これからの都市計画ですと
か、交通社会の将来像の中に二輪車が活用いただける
ように、引き続き自工会の方も提案していきたいと思
っています。こういった市場の状況下にありますので、
新車43万～44万台というお客様に毎年買っていただい
ているわけですが、この貴重なお客様を減らさないよ
うな努力が必要です。

意見交換会あいさつ

交通安全意識の高揚に貢献を
全日本交通安全協会専務理事　中澤　見山

　全日本交通安全協会の専務理事の中澤でございます。
　本日は新法人移行後の第１回目の総会が滞りなく行
われまして、誠におめでとうございます。
　さて、皆さんご承知のように、先月は京都の祇園で、
また亀岡市で大勢の歩行者の方や通学途中の小学生の
列に軽自動車が突っ込み、またその後には、関越自動
車道でバスが防音壁に突っ込むというような大変衝撃
的な事故が起きました。われわれの毎日の生活が、本
当に交通事故の危険と背中合わせに生きているのだと
改めて思い起こされたところでございます。

　こういった事故が起こると、いろいろな制度改正だ
とか、安全の面での手だてが講じられる訳ですが、ど
ういう訳かまた次の新しい事故が起こってしまいま
す。いろいろな手だてを講じても、人の意識が変わら
なければ、なかなかこういう事故はなくならないと思
っております。
　そういう意味で、業界の皆様方が二輪車の安全運転
の普及活動を通しまして、今後、全国の交通安全意識
の高揚に貢献いただくよう期待をしているところでご
ざいます。どうかよろしくお願い申し上げます。

意見交換会あいさつ
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参加者記念集合写真

ウオーミングアップ走行乗車姿勢

　４月８日（日）、鳥取県自動車運転免許試験場にお
いて、二輪車安全普及協会、交通安全協会、鳥取県警
察の主催により開催した。県内初開催ということで、
定員30人に対し、参加者は42人（内女性４人）、年齢層
も、高校生１人、20代６人、30代６人、40代12人、50
～64歳10人、65歳以上１人と幅広く大盛況であった。
　当日は、指導員13人、白バイ交通機動隊３人が指導
に当たった。白バイの模範走行もあり、講習内容、教
え方、雰囲気等、参加者の評価はどれも高く、満足感
いっぱいの講習会であった。

　本年度は、未実施県の鳥取県、福岡県、佐賀県、鹿
児島県の初開催が計画され、積年の願いであった全県
実施が完結する（９ページに計画一覧表）。
　昨年は大震災の影響による中止などで計画変更があ
ったが、今年は７月８日現在で、年間計画106回（前

年実績は94回）に対し43回を数え、計画比41％、動員
目標4,925人（前年実績は3,313人）においても1,759人、
計画比36％と順調な盛り上がりを見せており、参加者
の評価は高い。
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　去る５月13日（日）、高知県で高校生を対象とした
安全運転講習会が開催されました。この講習会は、県
交通安全協会、県警本部交通機動隊の主催、県二輪車
安全運転指導員協議会の後援、県二普協及び四国二輪
車協会の協力によるものです。
　受講生は、高知工業専門学校の３年生でバイク通学
が許可された54名。同校では、バイク通学を許可した
学生に対し年３回正しい乗り方講習を実施しており、
本講習もその一環として行われたものです。
　当日は二推指導員６名、交通機動隊２名が指導にあ
たりました。生徒の真剣な講習態度や取り組み姿勢の
中に、学校、生徒、地域の関係に絆が随所に窺われま
した。単に技量向上だけではなく、「礼に始まり礼に終
わる」「車両に乗る社会的責任」などの運
転マナー向上についても指導し、これに対
し真剣に受講している姿に指導教育の原点
を垣間見ることができました。
　高知県では今年度、高校生安全運転講習
会を17校で行い、3,346名の動員を予定して

います。
　なお、全国二普協の調べによると、今年度の高校生
安全運転講習会は、全国26県で222校を対象に計画さ
れています（下表参照）。
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　グッドライダーミーティングが指導員マニュアルに
基づいて的確に実施されるよう、指導方法、運営方法
の標準化を図ることを目的とした指導員のレベルアッ
プ研修会を、６月23～24日に関東１都９県のグッドラ
イダーミーティングリーダー指導員16名、各県二普協
の会長、専務理事、全国二普協よりの派遣講師、総勢
34名で開催しました。
　研修は、指導員マニュアルに沿って、グッドライダ
ーミーティングの基本コンセプト、指導のポイント等
を説明の後、各県から発表された開催状況に基づき、
全員でディスカッション形式による現状把握と課題の
共有化を図りました。太い幹の部分にブレがなくマニ
ュアルの「意思」を遵守できれば、各県の個性を活か
した課題構成や工夫を加えることを尊重する等の意見
統一やモチベーションのアップを確認しました。
……………………………………………………………………………………………………………………………………

　７月８日、徳島県中央自動車教習所において「二輪
車安全運転指導員のあるべき姿」と題して、８名の指
導員が参加して研修会を開催しました。
　全国二普協より飯田、上田安全部会委員を講師とし
て派遣し、指導員の心構えや立ち振る舞い、グッドラ
イダーミーティングの基本コンセプト、実技ではロー
ルプレイングを通して、「体操・点検・姿勢」「ブレーキ：
全制動、フロントのみ、リアのみ、フルロック等」「バ
ランス：パイロンスラローム、一本橋、８の字、千鳥
等」「コーナリング：フォーム、先導方法等」、指導員
のスキルアップを図りました。
　徳島県では昨年までグッドライダーミーティング
の指導員は他県からの応援で運営していました。今年
（10月14日開催）から自県の指導員のみで運営するこ
とを目指し、この研修を開催したものです。

　研修の仕上げに、本番の運用コースの検討を行い、
開催の成功を誓い合いました。
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　全国二普協では、運転免許を取得しようとする時点
での交通安全教育は、大きな効果が期待できることか
ら、必要な情報を提供して免許取得を支援し、ルール
とマナーを重んじるグッドライダーの育成を推進する
ため、適齢者をメイン対象としたモバイルコンテンツ
（ホームページ、スマートフォン、携帯電話からアク
セスできる「通称ゲンチャレサイト」）を３月１日か
ら開設しました（図１・図２）。コンテンツを提供す
ることで、免許取得を支援し、併せて二普協事業の理
解促進に繋げるのが狙いです。
〇　サイト開設に併行して、会員販売店向けにポスタ
ー5,000枚、チラシ100.000枚を配布し広報啓発活動
を推進しています。更に、同サイトで紹介している
全国二普協発行の「バイクと法令」「原付試験問題
集」等の教本販売システムを構築し、販売促進中で
す（図３・図４）。
〇　開設前２月の全ページ訪問者は20,036人でした
が、開設後の３月は44,814人、４月は34,813人、５
月は40,244人、６月は44,563人と訪問者が急増して
おり、その内ゲンチャレ訪問者は65％を占めていま
す（図５）。

（図１）ホームページサイト

（図２）問題等にチャレンジ

（図３）会員販売店向け広報ポスター・チラシ （図４）平成24年４月改訂
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〇　サイトから試験問題にチャレンジした、チャレン
ジアクセス数（３月１日～６月30日）は、前年同月
比16～20歳では約8.5倍、全体でも８倍という驚異
的アクセスでした（図６）。

　このように、原付試験問題へのチャレンジが飛躍的
に高まっていることから、安全で快適な二輪車の利用
促進へ向け、ゲンチャレサイト開設の効果は大きく現れ
ており、今後への期待が更に膨らんでいるところです。
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　栃木県二輪車安全普及協会（会長：曾根賢二・専務
理事：福島小善治）は、都府県地区二輪車安全普及協
会として初めて「平成24年安全功労者内閣総理大臣表
彰」を受賞しました。去る７月２日、総理大臣官邸で
の表彰式には曾根会長が出席し表彰状が授与されまし
た。
　「安全功労者内閣総理大臣表彰」は、７月１日が“国
民安全の日”であることにちなみ、交通安全や火災予
防など、国民の安全の確保について顕著な功績があっ
た者を表彰するものです。今回は栃木県二普協をはじ
め、合わせて25の個人・団体が栄えある表彰を受けま
した。
　表彰式では、受賞者代表に対して野田総理大臣が表
彰状を手渡した後、総理大臣の挨拶、受賞者代表謝辞、
記念写真撮影、記念パーティーが行われました。
　今回の栃木県二普協の受賞は、昭和47年の設立以来、
二輪車運転者の安全運転技能の向上や交通法規・マナ
ーの遵守等を目的とした講
習会を開催するとともに、
秋の交通安全運動が行われ
る９月の「二輪車安全運転
推進月間」に毎年、ポスタ
ー・チラシの配布、街頭指
導を行っているほか、警察
等の関係機関・団体と連携
し、高校生を対象にした二
輪車安全運転講習を共催す

るなど、交通事故防止及び交通安全思想の普及・高揚
への多大な貢献が認められたものです。
　栃木県二普協関係者の皆様の日頃からの地道な取り
組みが高く評価されたものであり、他の都府県地区二
輪車安全協会にとって大きな励みになるものと思われ
ます。
　心よりお祝いを申し上げますとともに、ご活動に深
く敬意と感謝を申し上げます。

総理大臣官邸で行われた表彰式。写真右端が曾根会長

表彰状表彰盾

　このたび、栃木県二輪車安全普及協会は平成
24年安全功労者内閣総理大臣表彰という大変名
誉な賞をいただきました。これもひとえに昭和
47年の協会設立以来、二輪車の事故防止に向け
た当協会事業に対する関係機関、団体の皆様の
ご理解とご支援、ご協力の賜物であると深く感
謝申し上げます。
　また、今回の栄えある賞は、永年に亘り、地
道な安全普及活動を行ってまいりました地域二
輪車安全普及協会の会員皆様への賞でもござい
ます。
　この受賞を機に、引き続き交通事故防止に向
けた活動に積極的に取り組んで参りますので、
今後ともよろしくお願い申し上げます。ありが
とうございました。

栃木県二輪車安全普及協会　
会長　　曾根　賢二
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５月末の交通事故死、前年比145人減
―二輪車乗車中は65人減―

（平成24年５月末／警察庁資料）　
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グッドライダー防犯登録、累計265万件に達する
―保有台数比22.2％　地域格差の解消が課題―

（一社）全国二輪車安全普及協会
（平成24年６月末）
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　二輪車盗難件数、前年比14.3％減
―被害回復率42.8％、 31県で回復率アップ―

盗難認知／被害回復状況（平成24年６月末／警察庁資料）　 （一社）全国二輪車安全普及協会
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編　集　後　記
かと思われましたが、周恩来首相の「小異を残し大同
につく」という言葉により、双方が歩み寄り、かろう
じて調印に至ったということがありました。
　最近、小異を強調し大同を忘れているのではないか
と思われるニュースが多いように感じています。もち
ろん、小さなことにもこだわりを持つことは必要なこ
とであり大事なことです。しかし、事柄においては、
あまりにも小異にこだわり過ぎて、木を見て森を見ず
ということに陥らないように気を付けることも必要だ
なと感じています。
　おわりに、協会も一般社団法人として新たな船出を
して早３か月余が経過しましたが、今後も、当協会の
事業推進と諸課題の改善のために皆様のご理解とご支
援そしてご協力をこれまで以上によろしくお願い申し
上げます。

　平成24年度定時総会は、滞りなく終了することがで
きました。
　御出席いただきました皆様に心より御礼申し上げま
す。
　このたびの栃木県二輪車安全普及協会の安全功労者
内閣総理大臣表彰の受賞、まことにおめでとうございま
した。曽根会長をはじめとする関係者の皆様の活動に
対し深く敬意を表しますとともに感謝申し上げます。
　さて、最近の社会の動きから思い浮かんだ言葉があ
ります、それは、「大同小異」という言葉です。ご承知
のとおり、小さな違いはあっても大体が同じであると
の意ですが、以前、この言葉が脚光を浴びた時があり
ます。それは、昭和47年６月、時の田中角栄首相が訪
中し日中国交正常化交渉が行われた時のことです。意
見の対立により交渉は難航し調印は難しいのではない

　永年にわたり岩手県における二輪車安全普及活動に
ご尽力いただいた泉澤敏夫岩手県二輪車安全普及協会
前専務理事に、全国二輪車安全普及協会福井会長より
感謝状を贈呈しました。
　去る６月５日に実施した東北二輪普及協ブロック協
議会・東北６県二普協総会において、全国二普協の太
田常務理事が感謝状を授与しました。
　泉澤氏は、平成12年に岩手県二普協専務理事に就

任。以来12年の長きにわた
り二輪車安全普及活動に積
極的に取り組んで来られま
した。
　特に全国的にもいち早く
Gミーティング開催を実現
し、東北各県開催の模範と
なったのをはじめ、県内地
区二普協の一本化や二輪車
の災害ボランティアネット
ワークの設立など、東北管内におけるスムーズな二輪
車安全普及活動の実現の礎を築いていただきました。
　永年のご功労に感謝申し上げます。

泉澤前岩手県二普協専務理事に感謝状

～永年にわたる功績を称える～

　二輪ライダーの交通事故防止等のために、各県交通
安全協会に設置されている「二輪車安全運転推進委員
会」とは、密接な連携活動を推進していかなければな
りませんが、このたび、「二推規定集」「二輪車安全運
転講習指導の手引」（編集・発行：全日本交通安全協会・

「二推規定集・二輪車安全　　
　運転講習指導の手引」の配布

二輪車安全運転推進委員会）を都府県地区二輪車安全
普及協会に配布いたしました。
　二推規定集内の「二輪車安全運転推進要綱」に規定
されている、二輪車安全運転講習をはじめとする二推
事業実施に対する都道府県二輪車安全運転推進委員会
と都府県地区二輪車安全普及協会との協力関係に関す
る内容等の再確認により、今まで以上に、都道府県交
通安全協会・二輪車安全運転推進委員会との連携強化
を図り、Gミーティング等の安全運転普及活動の推進
を図っていきたいと考えています。




